
2022年度 法人介護職員研修
「介護職における法人内連携のあり方」

受講者の感想 アンケートより抜粋

【研修目的】

【研修日時・場所・受講者】
・日時︓2023年2月8日（水）13:00〜16:00
・場所︓協和会本部 ３階研修室 ZOOM配信
・受講者︓法人内介護職 参加者︓31名

・介護職として情報共有を積極的に⾏っていく。
またその為には自分がスキルアップしないとレベルの高い連携が出来ない。

・事例をもとに連携の必要性を再認識できた。今後様々な場⾯で活かせるように⾏動していく

・利⽤者の⽣活の変化に気付ける専門職であると再認識し利⽤者の変化に気付いた事を看護師や他の職員と共有し
自分の中だけで留めないようにしたい。

・多職種との連携の⼤切さ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの⼤切さ
・普段からあまり多職種と積極的にコミュニケーションが取れていないので、取る方法を考えたい。
・自分からも看護師やリハビリと積極的にコミュニケーションをとって情報連携をしたい。
・他職種との連携の前に、フロア内でのチームワークの必要性があり、コミュニケーションを図っていく
・多職種連携の必要性は理解できましたが、実際看護補助者として連携の中に⼊るのは難しい点ではあります。

1．法人内での介護職の役割を認識する
２．施設や病院の多職種との関わり⽅を学び知識を広げる

・それぞれの職種、施設の役割、目的を理解した上での情報収集が重要であるという事が今後サマリー作成時とても
役⽴ちそうだと思いました


